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研究成果の概要（和文）：ソ連時代と比べると高齢者ケアに関する法律や環境は整いつつあるが、まだ不十分で
ある。家族介護（特に女性による）が中心であり、家族が担えない場合には社会福祉士が買い物などを行う。安
価な中央アジア等からのシジェルカを個人的に見つけるというのが現実的な選択肢となっている。高齢者に家族
がいても、家族が仕事、家事、育児で手いっぱいの場合には、公的な何らかの支援体制が不可欠である。今のと
ころ高齢化率が日本ほど高くないことや寝たきりになる年数がそれほど長くないこともあり、高齢者ケア問題が
それほど大きく議論されることはないが、ロシアでも高齢化は確実に進んでおり、近い将来焦眉の問題となるで
あろう。

研究成果の概要（英文）：My analysis, based on a survey pertaining to elderly care in Russia, 
revealed several important issues. Official elderly care during the Soviet era was virtually 
non-existent. The only assistance for the elderly came in the form of pensions and the provision of 
move-in elderly facilities. In Russia today, laws regarding elderly nursing care do exist and, with 
reference to public care facilities and in-home care systems, they seem well defined. However, a 
very limited number of elderly persons can actually make use of the services. Within the 
Constitution and the Family Law, there is an “Article on the Duty to Support.” At present, family 
members and relatives typically try to manage the care for elderly people in Russia. Thus, the 
burden of nursing care for the elderly falls predominantly on women. It is more common in Russia to 
find sidelkas through connections rather than using public or private nursing care systems. Migrant 
women work in Russia as sidelkas.

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はロシアにおける高齢者ケアという先駆的な研究であり、日ロ関係にとって有益であり、その成果を国際
的に発信することを意図とする。内容としては、ロシアにおける高齢者ケアの理想と現状とのギャップを埋める
ための総合的な研究である。日本のロシア社会の分析において不足している高齢者ケア研究を当事者の目線から
の分析を展開するとともに、ロシアの高齢者ケア分析の礎石となることを目的としている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  冒頭唐突だが、「最近の研究テーマは『ロシアの高齢者ケア問題』です」という筆者の 
言葉に、「ロシアって早死にでしょう。高齢者ケアって必要ないのではないですか」という
ような内容の疑問を投げかけられることがある。また、当のロシアでも「珍しいことに興味
を持っていますね。少子化問題の方が重要ですよ」と、ロシア人の関心もあまり高くない。
実際にロシアでは、プーチン政権が少子化問題を解決するための政策を 10年以上とってい
る。社会問題が山積しており、高齢者ケアの問題などとるに足りない問題なのかもしれない。
同じ高齢者問題の中でも例えば年金に関しては、すべての人に関係のある事柄であるだけ
に関心が高いのは言うまでもない。しかし、筆者は現地調査を通じてロシアでは高齢者ケア
に関してただ関心が低いというだけではなく、むしろ触れたくない、あるいは考えたくない
テーマなのではないかと感じるようになった。またそれと同時に、不十分ではあるが、ソ連
時代と比べると高齢者ケアの現状は改善しているという感触を得ることもできた。 
冒頭のロシア人が早死にであるということは確かにその通りであり、特に男性の平均寿
命は約 65 歳で（女性は約 76 歳、全体約 70 歳：2015 年）寿命が長いとは言えない。では、
高齢化率も低くケアの必要がないのかといえば決してそうではない。日本とでは比較にな
らないが、2014 年の日本の高齢化率が 25.78％に対してロシアは 13.09%であり、この水準
はヨーロッパの国々と同レベルである。ロシア人が無関心であっても触れたくないテーマ
であっても、今後ロシアでも高齢化の問題、そしてそれにしたがって高齢者ケアは焦眉の問
題となってくるであろうと予想される。 
 
２．研究の目的 
本研究はロシアにおける高齢者ケアという先駆的な研究であり、日ロ関係にとって有益
であり、その成果を国際的に発信することを意図とする。内容としては、ロシアにおける高
齢者ケアの理想と現状とのギャップを埋めるための総合的な研究である。具体的な研究項
目は、①ロシアの高齢者ケアに関する法律とその適応の分析、②高齢者が望むケアと現状の
把握、③高齢者ケアに従事する家族の意識と現状の理解、④公的及び民間の高齢者ケア従事
者の意識と現状の解明、⑤個人的に高齢者ケアに従事する主に移民女性の意識と現状の検
討、⑥①～⑤の総合的分析、である。ロシア社会の分析において不足している高齢者ケア研
究を当事者の目線からの分析を展開するとともに、ロシアの高齢者ケア分析の礎石となる
ことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
  ①～⑤の課題を遂行するために、1)文献調査から本研究に適した方法論等を抽出、課題
②～⑤のために、2)社会学的予備調査の質問項目の作成、3)予備調査をペテルブルグとその
近郊において、ケアを受ける高齢者、高齢者をケアする家族、公的及び民間の高齢者ケア従
事者、個人的に高齢者ケアに従事する主に移民女性に聞き取り調査を実施した。 
ペテルブルグにおいて、高齢者、一時的な高齢者の施設のヘルパー、施設に親戚を預け
ている女性、ユダヤ人慈善センター、支部センター、ユダヤ人高齢者老人ホーム、移民女性
に聞き取り調査を行った。 
 
４．研究成果 
ソ連時代には公的な高齢者ケアはほとんどないに等しかった。1936 年憲法の第 120 条で
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は、老齢の場合の物質的保障についてのみ触れられていた。1977 年憲法の第 43 条では、老
齢の場合の物質的保障以外に高齢者への配慮と社会保障のその他の形態による保障が明記
された。しかし、この憲法第 43条は、高齢者の福祉については「配慮」と漠然と記すにす
ぎず、ソ連時代には高齢者の福祉のためのこれといった制度はなかったと指摘されている。
また、高齢者への支援は年金支給と高齢者施設への入居のみであったとも言われている。 
 
ロシアの高齢者ケアシステム 
ソ連時代には整備されていなかった公的な高齢者ケアシステムが構築されたのは、1995
年になってからである。8月に「ロシア連邦における高齢者と障害者のための社会的サービ
ス」に関する連邦法が採択され、同年 12 月に「ロシア連邦における社会的サービスの諸基
礎に関する」連邦法が採択された。8 月の法律が 12 月の一般的な社会サービスを規定して
いる連邦法により、補強・補完されていく。その後何度も修正がなされ、1995 年の２つの
法律を一本化する「社会的サービスの諸基礎に関する連邦法」が 2013 年 12 月 28 日に採択
され、2015 年 1月 1 日に施行された（以後「№442 連邦法」）。 
連邦法に基づいてサービスが施されているが、2004 年に運用は連邦構成主体の基準で行
うことになり、サービス内容や運用は連邦構成主体ごとに異なっている。また、自治組織に
関する連邦法によりソーシャルサービスを施す機関も自治組織へと移行することが可能と
なった。この連邦法により国の機関ではあるが、収入を増やせる半官半民へと移行すること
が許可された。 
ロシアの社会ケアの主な財源は、連邦、連邦構成主体、地方自治体の予算であり、保険制
度はとっていない。したがって無料と部分的に有料で公的なケアを受けることのできる高
齢者は限定されている。 
公的な高齢者介護に関する法律が整備され始めた 1995 年を契機に高齢者介護システム
は整備されている。しかしながら、財源の問題から実際にケアを受けることができる高齢者
は、「ひとり暮らしで低所得者の高齢者」に限定されている。したがってロシアでは、高齢
者介護の制度は存在するが、実際には家族が行っているという例がほとんどである。それは
財源の問題のみならず、「介護は家族がするものである」ということが前提となっているか
らである。このことはロシアの法律とも無関係ではない。家族法典 87 条「親を扶養する青
年の子の義務」、憲法 38条 3 項「18 歳以上の労働可能な子どもは労働ができない両親の扶
養義務」が法制化されており、法律が一般に周知されているかどうかは別にしても、年老い
た両親の面倒を子どもが見るべきであるという意識がロシア社会にはある。この意識につ
いては実際に介護をしていた個人のインタビューの中で確認されるている。 
 
ペテルブルグの高齢者ケアの現状 
ペテルブルグでは、高齢者ケアを含む社会サービスは、地区の市民社会サービス複合セン
ターが担当している。すでに見たように、無料で在宅介護を受けることができる高齢者は、
ひとり暮らしの低所得者である。筆者は無料の介護支援を受けている高齢者に直接話を聞
くことはできなかったが、介護を無料で受けている夫婦と同じ共同住宅に住んでいる女性
に話を聞いた。その女性によるとほぼ毎日公的なソツラボートニック（соцработник は
социальный работникの省略形、ソーシャルワーカー、日本ではケアヘルパーあるいは単
にヘルパー）やシジェルカ（сиделка, 家政婦）が訪問しているということである。日本で
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も低所得者などが優先的に高齢者施設に入所できるなどの弱者への優遇政策はとられてい
た。日本は世界一の長寿国であり、寿命は長いが健康寿命との開きが 10 年もあるために公
的な介護が不可欠である。現在の日本では、公的介護は低所得者のみならず、介護保険料を
収めている人が利用することができる。条件として家族と同居していても利用することは
できるが、ロシアは、日本の介護保険制度導入以前の状況にある。日本でも 1980 年代頃ま
では、老人福祉サービスの利用者は概してひとり暮らしの低所得者に限られており、これは
施設の量的な不足ということが理由である以外に、高齢者の世話は家庭の仕事とみなされ
ていたからであると報告されている。ロシアでも、家族法典に明記されているように高齢者
の介護は家族が特に子どもがすることが一般的である。これについてはペテルブルグの社
会政策委員会副委員長も、「ロシア家族法典では、年老いた両親の面倒を子供が見るべきで
あるという項目が規定されているので、家族と同居していれば家族が高齢者の介護をする
ことになる」と筆者とのインタビューで語っている。 
介護は家族がするものであり、ひとり暮らしの高齢者や一部の優遇対象にある高齢者以
外は、公的な介護サービスを利用できる人は非常に限られている。 
ペテルブルグでは、公的なサービスとして日本のヘルパー派遣のようなシステムである
訪問介護、6 つの公的高齢者介護施設、日本のショートステイにあたる一時的社会ホーム、
デイケアサービスがある。また、公的以外の介護として、宗教団体が経営するNPOや民間
の経営する高齢者施設やシジェルカ派遣会社によるサービスがある。 
ロシア人たちは自分の両親があるいは身近な近親者に介護が必要になった時に実際にど
のように対応しているのだろうか。経済的に余裕があれば、民間施設への入所や民間のシジ
ェルカを雇うということが考えられる。本研究では実際に自分の身内の介護をしていた人
あるいは現在している人の介護状況について多くのインタビューを行った。その結果、個人
の生活を犠牲にして家族介護をしている様子が明らかとなった。 
 
まとめ 
  ロシアにおける高齢者ケアについて筆者が実際に触れた介護の現状を中心に論を進め
た。まず、全体として言えることは、ソ連時代にほとんど無いに等しかったロシアの高齢者
介護システムが 1995 年の法律制定以後整備されつつあるということである。ただし、ロシ
アの高齢者介護システムは、ひとり暮らしの低所得者の高齢者を念頭に置いて構築されて
いるために、高齢者ケアは家庭の問題であると考えられており、家族が介護をすることが一
般的である。伝統的な価値観が根強く残っているのである。このような伝統的な価値観は、
家族法典 87 条「親を扶養する青年の子の義務」、憲法 38 条 3 項「18 歳以上の労働可能な
子どもは労働ができない両親の扶養義務」とも無関係ではない。 
 ソ連時代と比べると社会的なケアを受けるための法律や環境は整いつつあるが、多くのロ
シア人が恩恵をうけるようなレベルにはない。結局、家族介護が中心であり、家族が担えな
い場合には、公的な手段であるソツラボートニックへの買い物などの軽度の作業の委託や
民間会社のシジェルカの派遣、あるいは民間よりも安価なシジェルカを個人的に見つける
というのが現実的な選択肢となっているのである。高齢者に家族がいても、家族が仕事、家
事、育児で手いっぱいの場合には、公的な何らかの支援体制が不可欠である。今のところ高
齢化率が日本ほど高くないことや寝たきりになる年数がそれほど長くないこともあって、
高齢者ケアの問題がそれほど大きく議論されることはないが、ロシアでも高齢化は確実に
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進んでおり、この問題に真剣に取り組まなければならない時期はそんなに先のことではな
いであろう。 
 また、公的、私的なソツラボートニックやシジェルカには特別な資格は必要ではなく、誰
でも仕事に就くことができる。シジェルカは看護師など医療に関する資格を持っているこ
とが望ましいが、実際に看護師の資格を持っている必要はない。容易に公的な介護を受ける
ことが難しい現状においては、家族の負担を軽減してくれるシジェルカの存在は非常に重
要である。 
 さらに、2015 年 1 月 1 日に施行された№442 連邦法以後は、基本的には、希望すればケ
アを受けることができるようになったが、法律改正についてはもちろんのことその詳細に
ついては広く知られていない。そして、財源に制限があることを考慮すると、希望すればだ
れでも介護を受けることができるという状況ではなく、2015 年以前と同様に、ひとり暮ら
しや低所得者といった指標が重視されていることは容易に想像がつく。 
  ロシア連邦全体としては、以上に述べたようなメカニズムでケアが行われているが、高齢
者福祉に関わるサービスや運用は連邦構成主体が基準を定めるため、地域ごとにその内容
に相違があることが明らかとなった。 
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